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１－２ 計画の役割と位置付け 

（１）計画の役割 

（２）計画の位置付け 

 

市が目指す将来像
第2次南魚沼市総合計画

連携・整合

南魚沼市地域公共交通網形成計画
（2020～2024）

基本的な方針と目標

国の関連法等
交通政策基本法

地域公共交通の
活性化及び再生

に関する法律

目標達成のための事業及び実施主体

計画目標の達成状況の評価

その他関連する計画など

魚沼地域定住自立圏構想

南魚沼市産業振興ビジョン

南魚沼市環境基本計画

南魚沼市地域福祉計画
など道路運送法

南魚沼市都市計画マスタープラン
（2015～2035）



１－３ 計画の区域 

１－４ 計画の期間 

第２次南魚沼市 
総合計画 

南魚沼市都市計画 
マスタープラン

南魚沼市地域公共
交通網形成計画 

基本計画 
（2016～2020） 

基本計画（2021～2025） 

基本構想（2016～2025） 

2015～2035 
 

2020～2024 

基本的な方針︓約 10 年後を展望 

事業・施策︓5 年間で優先的に実施すべき事業・施策 

       3年間の実施計画（毎年ローリング） 



２．上位・関連計画等におけるまちづくりの方向性 
２－１ 市が目指す将来像 

第２次南魚沼市総合計画 

 



２－２ 都市づくりの方向性 

南魚沼市都市計画マスタープラン 



２－３ 上位・関連計画における公共交通の位置づけ 

 



３．地域の現状 
３－１ 人口動向等 

（１）人口の推移及び将来展望 
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40,515 40,866 40,982 40,763 40,011 
38,369 37,091 

34,066

30,300 27,630 25,504 23,514 21,155 

8,080 9,308 11,190 13,489 14,919 
15,699 

16,040 
17,131

18,516

18,768 18,330 17,697 17,206 

62,830 64,472 65,566 66,118 65,492 
63,329 

61,624 
58,568 

55,596 
52,510 

49,360 
46,179 

42,850 

12.9% 14.4%
17.1%

20.4% 22.8% 24.8% 26.0%
29.2%

33.3% 35.7%
37.1% 38.3% 40.2%

64.5% 63.4% 62.5% 61.7% 61.1% 60.6% 60.2% 58.2%
54.5% 52.6% 51.7% 50.9% 49.4%

22.7% 22.2% 20.4%

17.9%
16.1% 14.6% 13.5% 12.6% 12.2% 11.6% 11.2% 10.8% 10.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

65歳以上 15歳以上65歳未満 15歳未満
65歳以上 15歳以上65歳未満 15歳未満（人）

将来推計



（２）人口分布 

①人口分布 平成 27年（2015年） 



②人口増減数 平成 22年～平成 27年（2010年～2015年） 



③高齢化率分布 平成 27年（2015年） 



④人口分布推計 令和 22年（2040年） 



⑤高齢者人口分布推計 令和 22年（2040年） 



⑥高齢化率分布推計 令和 22年（2040年） 



３－２ 土地利用 

  



３－３ 生活利便施設等の分布 

①商業施設 



②医療施設 



③公共施設 



④教育施設 



⑤観光資源 



３－４ 市民の移動特性 

（１）通勤・通学 
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78.8%

0.0%

1.0%
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0.3%
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自転車

その他

不詳

n=29,032 
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（２）買い物（日用品や食料品） 
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20％以上30%未満

20％未満
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無回答
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自転車
徒歩

その他
無回答



（３）通院 
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13.4%
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３－５ 交通安全など 

①運転免許保有者数の推移（新潟県） 

②自動車保有車両数の推移（南魚沼市） 
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乗用小型車 特殊車 小型二輪車 軽自動車（台）

289 307 322 337 349 



③事故発生状況の推移（南魚沼市） 

④特定事故発生状況の推移（3 か年）（南魚沼市）
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３－６ 地域の現状にみる公共交通の問題点 

 

■市域の広い範囲に小規模の集落が点在しており、広い範囲で少ない公共交通のニーズが
存在する 

■市外から市内の移動も多く見られ、市内に限定されず幅広い範囲での移動が行われている 

■人口減少や人口構成の変化により、公共交通の利用ニーズの規模の縮小や、公共交通に
求められる役割や重要性も変化することが考えられる 



４．南魚沼市の公共交通の現状 
４－１ 南魚沼市の地域公共交通の概要 

 



４－２ 鉄道 

（１）鉄道の運行・利用状況 
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４－３ 路線バス 

（１）路線バスの運行状況 

上り 下り 上り 下り

六日町－浦佐－小出線 六日町駅前～新国道・小出駅～羽根
川 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 新国道、小出駅 羽根川 毎日 8 8 7～18時台 6～18時台 160円～480円

六日町-宮村-野中線 六日町駅前～宮村～野中 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 宮村 野中 毎日 5 6 8～19時台 6～18時台 160円～410円

六日町駅前～上原～八海山スキー場 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 上原 八海山スキー場 4/20-
11/10 4 4 9～16時台 10～17時台 160円～430円

六日町駅前～上原～山口 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 上原 山口 毎日 3 4 7～19時台 6～18時台 160円～390円
六日町車庫前～新国道～湯沢車庫前 南越後観光バス 路線定期運行 六日町車庫前 新国道 湯沢車庫前 毎日 3 3 9～16時台 6～17時台 160円～450円
六日町車庫前～大木六～湯沢車庫前 南越後観光バス 路線定期運行 六日町車庫前 大木六 湯沢車庫前 毎日 5 5 6～15時台 7～15時台 160円～450円

六日町－イオン六日町－
六日町車庫線

六日町駅前～イオン六日町店～六日町
車庫前 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 イオン六日町店 六日町車庫前 毎日 6 4 9～15時台 12～17時台 160円

六日町－南魚沼市民病
院線 六日町駅前～南魚沼市民病院 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 南魚沼市民病院 平日 4 4 8～12時台 9～17時台 160円

十日町車庫～本町１丁目～後山 南越後観光バス 路線定期運行 十日町車庫前 本町1丁目 後山 平日 4 3 7～15時台 6～11時台 160円～510円
後山～クロステン～十日町車庫 南越後観光バス 路線定期運行 十日町車庫前 クロステン 後山 平日 1 - 13時台 - 160円～510円
六日町駅前～五日町駅前～浦佐駅東
口 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 五日町駅前 浦佐駅東口 毎日 4 3 8～16時台 9～14時台 160円～580円

野田～八海中学校 南越後観光バス 路線定期運行 野田 五日町駅前 八海中学校 平日 1 3 7時台 16～18時台 160円～330円
六日町駅前～畑新田～清水 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 畑新田 清水 毎日 3 3 8～17時台 8～18時台 160円～480円
六日町駅前～畑新田～沢口 南越後観光バス 路線定期運行 六日町駅前 畑新田 沢口 毎日 4 5 11～19時台 6～16時台 160円～370円

湯沢-清津峡-津南-森宮
野原駅線

（急行）　湯沢車庫前～十二峠・清津
峡～森宮野原駅前 南越後観光バス 路線定期運行 急行 湯沢車庫前 十二峠、清津峡 森宮野原駅前 毎日 5 4 7～16時台 8～17時台 160円～920円

羽根川－小出－干溝－
虫野－荒金－浦佐線

羽根川～小出駅前・荒金入口・魚沼基
幹病院～浦佐駅東口 南越後観光バス 路線定期運行 羽根川 荒金入口、魚沼

基幹病院 浦佐駅東口 平日 4 4 8～15時台 9～16時台 160円～410円

系統名 運行事業者 運送の態様 起点 経由 終点路線名

十日町－新水－菅沼・後
山線

六日町－野田－五日町
－大崎－浦佐線

六日町－沢口－清水線

運行日
運行本数運行時間帯（R1.10時点）

運賃

六日町-上原-山口-八海
山スキー場線

湯沢－塩沢－六日町線



（２）路線バスの利用状況 

①輸送人数の推移 

②路線バスの利用形態（往復・片道） 

（人）

往復の利
用

56.5%

行きのみの
利用

23.9%

帰りのみの
利用

19.6%

9.5%

27.0%

6.3%

14.3%

0.0%

30.2%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40%

徒歩

路線バス（他の路線）

市民バス

タクシー

自転車

家族・友人の送迎

その他



③路線バスを利用した外出の目的 

④路線バス利用者の乗り継ぎの状況 

（３）路線バスの評価 

①路線バスがない場合の外出頻度の変化 

②路線バスの項目別の満足度 

20.0%
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23.3%
15.0%

22.5%
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3.3%
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5.8%
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15.0%
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通院
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通勤
通学

買い物
業務

観光・レジャー
文化教室・習い事

知人と会う
銀行・郵便局等

その他
無回答

57.5%

5.0%

13.3%

4.2%
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3.3%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80%

乗り継いでいない

新幹線

JR上越線

北越急行ほくほく線

路線バス

市民バス

その他

無回答

変わらない
28.3%

少し減る
13.3%

減る
15.0%

とても減る
20.0%

出かけなく
なる

16.7%

無回答
6.7%

52.9%

6.7%
27.3%

22.3%

18.0%

27.9%

15.7%

16.5%

31.3%

6.9%
6.7%

16.2%

9.6%

6.7%

10.1%

11.1%

33.3%

21.9%

41.4%

50.0%

50.6%

52.9%

50.6%

56.0%

52.5%

42.9%

6.1%

11.7%

15.7%

8.7%

13.5%

16.5%

21.9%
9.1%

6.4%

11.2%

10.1%
6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ルート・行先(n=102)
運行本数(n=105)

時刻表通りの運行(n=99)
始発便の時間(n=94)
最終便の時間(n=89)

運賃(n=104)
鉄道との乗り継ぎやすさ(n=89)
バスとの乗り継ぎやすさ(n=91)

乗り降りのしやすさ(n=99)

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満



４－４ 市民バス 

（１）市民バスの運行状況 

 

上り 下り 上り 下り
三用コース 三用コース 小千谷観光バス 路線定期運行 浦佐駅西口 湯谷 浦佐駅西口 平日 5 - 8～15時台 - 200円
赤石コース 赤石コース やまとタクシー 路線定期運行 魚沼基幹病院 堂島 ゆきぐに大和病院 平日 4 - 8～15時台 - 200円

浦佐コース 浦佐タクシー 路線定期運行 魚沼基幹病院 浦佐駅西口 ゆきぐに大和病院 平日 7 - 7～15時台 - 200円
浦佐・五箇コース 浦佐タクシー 路線定期運行 魚沼基幹病院 岩山 ゆきぐに大和病院 平日 4 - 8～14時台 - 200円

大崎コース 大崎コース 南越後観光バス 路線定期運行 魚沼基幹病院 大崎小学校前、魚沼荘 ゆきぐに大和病院 平日 5 - 8～15時台 - 200円
薮神コース 薮神コース やまとタクシー 路線定期運行 魚沼基幹病院 今町 ゆきぐに大和病院 平日 5 - 7～16時台 - 200円

後山・辻又コース（夏） 浦佐タクシー・やまとタクシー 路線定期運行 辻又 後山上 ゆきぐに大和病院 平日 2 2 8～12時台 12～15時台 200円
後山・辻又コース（冬） 浦佐タクシー・やまとタクシー 路線定期運行 辻又 後山上 ゆきぐに大和病院 平日 2 2 9～12時台 13～16時台 200円
城内コース（銭淵公園） 南越後観光バス 路線定期運行 南魚沼市役所 銭淵公園入口、魚沼荘 福祉センターしらゆり 平日 1 2 13時台 12～15時台 200円
城内コース（支援センター） 南越後観光バス 路線定期運行 南魚沼市役所 ふれ愛支援センター、魚沼荘 福祉センターしらゆり 平日 1 - 9時台 - 200円
城内コース 南越後観光バス 路線定期運行 ふれ愛支援センター 南魚沼市役所 平日 1 - 14時台 - 200円

大巻・泉コース 大巻・泉コース 銀嶺タクシー 路線定期運行 泉新田・保育園バス停 庄之又 銀嶺タクシー前 平日 2 2 8～13時台 12～15時台 200円
五十沢・大月コース 五十沢・大月コース 南越後観光バス 路線定期運行 土沢入口 南魚沼市役所 福祉センターしらゆり 平日 2 2 9～13時台 12～14時台 200円
上田・泉田コース 上田・泉田コース 銀嶺タクシー 路線定期運行 沢口バス停 西泉田公民館 福祉センターしらゆり 平日 2 2 8～13時台 12～15時台 200円
栃窪・岩之下コース 栃窪・岩之下コース マルカタクシー 路線定期運行 栃窪センター 岩之下センター 塩沢庁舎 平日 2 2 9～13時台 12～15時台 200円
中之島・吉里コース 中之島・吉里コース 魚沼中央トランスポート 路線定期運行 柄沢・来泉寺 吉里集落開発センター 南魚沼市役所 平日 2 2 9～13時台 12～15時台 200円
石打・竹俣コース 石打・竹俣コース 魚沼中央トランスポート 路線定期運行 五十嵐 竹俣新田 南魚沼市役所 平日 2 2 9～13時台 12～15時台 200円

浦佐・五箇コース

後山・辻又コース

城内コース

路線名 系統名 運行事業者 運送の態様 起点 経由 終点 運行日
運行本数 運行時間帯（R1.10時点）

運賃



（２）市民バスの利用状況 

①利用者数 

②市民バスの利用形態（往復・片道） 

往復の利用
69.9%

行きのみの利用
21.4%

帰りのみの利用
8.7% 4.9%

46.3%

24.4%

2.4%

14.6%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

路線バス

タクシー

自転車

家族・友人の送迎

その他



③市民バスを利用した外出の目的 

④市民バス利用者の乗り継ぎの状況 

（３）市民バスの評価 

①市民バスがなかった場合の外出頻度の変化 

②市民バスの項目別の満足度 

変わらない
24.8%

少し減る
14.3%

減る
20.3%

とても減る
18.0%

出かけなく
なる

13.5%

無回答
9.0%

46.6%
6.8%
8.3%

0.0%
33.8%

2.3%
1.5%
2.3%
2.3%

9.8%
7.5%
7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通院
お見舞い

通勤
通学

買い物
業務

観光・レジャー
文化教室・習い事

知人と会う
銀行・郵便局等

その他
無回答

62.4%

4.5%

6.0%

0.0%

6.0%

4.5%

1.5%

16.5%

0% 20% 40% 60% 80%

乗り継いでいない

新幹線

JR上越線

北越急行ほくほく線

路線バス

市民バス

その他

無回答



４－５ その他交通手段 

（１）医療施設 

①萌気園（浦佐診療所） 

②萌気園（二日町診療所） 

③齋藤記念病院 



（２）福祉施設 

①南魚沼市大和老人福祉センター 

（３）教育施設 

①国際大学 

②北里大学保健衛生専門学院 



（４）小中学校のスクールバス 

 



４－６ 公共交通に対する市民の意見・ニーズ 

（１）バスを利用する理由 

（２）バスを利用しない理由 

39.2%
25.3%

10.3%
4.6%

32.0%
22.7%

6.7%
5.2%

23.2%
25.8%

4.1%
22.2%

2.6%
18.0%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車を運転できない、しづらい
家族、友人に送迎を頼みづらい

足や身体が弱いため
乗り降りがしやすい

バス停が近い
運賃が安い

通勤に利用できる
通学に利用できる

買い物に利用できる
通院、お見舞いに利用できる

荷物が多い
雨や積雪、猛暑の日でも出かけられる

乗る人が顔なじみ
その他

無回答

車で自由に移動できるから

家族、友人等の送迎で移動しているから

家の近くにバス停がないから

目的地の近くまで行くルートがないから

乗り降りがしづらいから

運賃が高いから

鉄道との乗継ぎがしづらいから

バスとの乗継ぎがしづらいから

時間通りにバスが来ないから

使いたい時間にバスがないから

その他

全体（n=1067) 75歳以上（n=144）



（３）バスを利用する条件 

（４）南魚沼市の公共交通全体の満足度 

（５）財政負担と公共交通への取り組み 

車が運転できなくなったら

駅までのバス路線が運行したら

家の近くにバス停ができたら

目的地の近くにバス停ができたら

車両が乗り降りしやすくなったら

運賃が安くなったら

鉄道との乗継ぎが改善されれば

バスの定時性が確保されれば

使いたい時間にバスがあれば

その他

全体（n=1067) 75歳以上（n=144）

満足
2.5%

やや満足
4.1%

普通
39.7%

やや不満
14.7%

不満
10.4%

無回答
28.6%

21.2%

49.0%

6.5%

23.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今以上に公共交通を充実させる必要があ
り、財政負担が増えることもやむを得ない

現状並みの財政負担の中で、現状の公共
交通を維持すべき

公共交通を縮小してでも、財政負担を軽減
すべき

無回答



４－７ 供給側の視点から見た問題点 

■待合環境の整備や、バス同士、バスと鉄道の乗り継ぎができる交通結節点としての整
備が不十分 

■路線バス・市民バスがまとまったわかりやすい情報の発信がされていない 

■一部の路線・時間帯で、市民の移動ニーズの量や移動したい時間に合った運行となって
いない 

■乗り継ぎ割引の適正な運用への見直しが必要である 



４－８ 公共交通ネットワークの評価 

（１）路線バス及び市民バスの利用者数の将来推計 

（２）交通結節点と接続状況 

41 36 33 32 33 33 
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（３）路線バスと市民バスの重複状況 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ 









 



（４）主要施設へのアクセス状況 

 



５．南魚沼市地域公共交通の課題 

 
地域公共交通を取り巻く課題 
課題① 
 
地域公共交通の需要規模の縮
小に対応したネットワーク及びサ
ービスへの再構築が必要 

課題② 
 
高齢者等の移動手段としての公
共交通の重要性が更に増すこと
から、よりきめ細かで利用しやす
い交通サービスの提供が必要 

課題③ 
 
まちづくりと連携した、「拠点」 と 
「幹線軸」 によるネットワーク形
成が必要 

課題④ 
 
広域移動を支える公共交通
（鉄道・広域バス）の維持・確
保が必要 

課題⑤ 
 
持続可能な交通に向けて、地域
を巻き込んだ運行見直し検討や
利用促進が必要 

地域の現状に見る
公共交通の問題点 

公共交通の現状・
問題点 

上位関連計画にお
ける公共交通に求
められる役割 



課題① 地域公共交通の需要規模の縮小に対応したネットワーク及びサービスへの再構築が必要 

41 36 33 32 33 33 

263 
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課題② 高齢者等の移動手段としての公共交通の重要性が更に増すことから、よりきめ細かで利用しや
すい交通サービスの提供が必要 

75.5%
7.3%

22.4%
18.1%

2.9%
9.8%
10.1%
9.7%
11.6%

9.1%
9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

車が運転できなくなったら
駅までのバス路線が運行したら

家の近くにバス停ができたら
目的地の近くにバス停ができたら
車両が乗り降りしやすくなったら

運賃が安くなったら
鉄道との乗継ぎが改善されれば

バスの定時性が確保されれば
使いたい時間にバスがあれば

その他
無回答



課題③ まちづくりと連携した、「拠点」 と 「幹線軸」 によるネットワーク形成が必要 

30％以上

20％以上30%未満

20％未満

魚 沼 市



課題④ 広域移動を支える公共交通（鉄道・広域バス）の維持・確保が必要 

南魚沼市

長岡市 魚沼市

十日町市

湯沢町

723人

414人

305人
365人

460人1,444人

2,040人 1,283人

26,521人

通勤流動

流入

流出

凡 例凡 例

1,000人以上

1000人未満

その他県内

県外163人

131人

461人

325人 南魚沼市

長岡市 魚沼市

十日町市

湯沢町

100人

133人

159人 216人

146人

355人 262人

2,514人

通学流動

新潟市
78人

流入

流出

凡 例凡 例

200人以上

200人未満

39人

2人 県外

その他県内

116人

33人

110人

67人



課題⑤ 持続可能な交通に向けて、地域を巻き込んだ運行見直し検討や利用促進が必要 

43 41 45 44 43 46 50 42 48
12 11 11 13

88 83 73 78 8482 63 68 70

88 82 83 109 113
137

115 123 127

220 211 207
230 245

0

50
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300

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
（予算）

通学バス 市民バス 路線バス（百万

（年度）

路線名 経常収益 経常費用 補助金 利用者数 1人当たり
（円） （円） （円） （人） 経費（円）

三用コース 738,148 5,935,073 12.4% 5,196,000 3,986 1,304

赤石コース 341,481 3,277,248 10.4% 2,939,000 1,844 1,594

浦佐・五箇コース 1,420,925 9,454,224 15.0% 8,033,000 7,673 1,047

大崎コース 691,178 8,935,297 7.7% 8,244,000 3,688 2,235

薮神コース 418,889 4,096,561 10.2% 3,674,000 2,262 1,624

後山・辻又コース 134,627 6,481,032 2.1% 6,345,000 727 8,728

城内コース 851,321 10,426,645 8.2% 7,988,000 6,644 1,202

大巻・泉コース 363,332 7,208,163 5.0% 5,472,000 1,962 2,789

五十沢・大月コース 738,785 11,169,859 6.6% 8,781,000 3,923 2,238

上田・泉田コース 485,554 7,203,481 6.7% 5,344,000 2,622 2,038

栃窪・岩之下コース 64,259 5,121,229 1.3% 5,056,000 347 14,571

中之島・吉里コース 499,259 6,437,862 7.8% 4,804,000 2,696 1,782

石打・竹俣コース 508,518 6,397,142 7.9% 4,753,000 2,746 1,731

収支率

市民バスH30年度収支



６．基本的な方針と目標 
６－１ 基本方針 

 

• 免許を返納した高齢者や中学生・
高校生、マイカーを持たない人など、
すべての人が安心して生活できる
「住みたい、住み続けたいまち」づくり
に貢献する 

 
• 変わりゆく環境の中で、今後も継続

して市民の生活を支えられる持続
可能な交通体系を構築する 

 
• 通勤・通学はもとより、観光で南魚

沼市に訪れる人も多いことから、市
外から訪れる人も快適に移動するこ
とができ、南魚沼市を生活圏の一
部として安心して生活できるまちをつ
くる 

 

 
基本方針 

 
だれもが安心して住み続けられる 
持続可能な交通体系の構築 

「南魚沼市都市計画マスタープラン」 の都市づくりの基本目標 
（１）安心して住みつづけられる都市構造の形成 
（２）交通体系の強化による地域連携の促進 
（３）安心・安全な都市の形成 
（４）自然環境や景観と調和した歴史・文化を感じる都市の形成 
（５）民間と行政の多様な協働によるまちづくり 

課題⑤ 
持続可能な交通に向けて、地域を巻き込
んだ運行見直し検討や利用促進が必要 

課題① 
地域公共交通の需要規模の縮小に対応
したネットワーク及びサービスへの再構築が
必要 

課題④ 
広域移動を支える公共交通（鉄道・広
域バス）の維持・確保が必要 

課題③ 
まちづくりと連携した、「拠点」 と 「幹線
軸」 によるネットワーク形成が必要 

課題② 
高齢者等の移動手段としての公共交通の
重要性が更に増すことから、よりきめ細かで
利用しやすい交通サービスの提供が必要 

「第 2次南魚沼市総合計画」 
■将来像︓自然・人・産業の和で築く安心のまち 
■まちづくりの目標（都市基盤）︓住みたい、住み続けたいまち 

「南魚沼市地域公共交通総合
連携計画」 の基本的な方針 
自家用車がなくても安心して生活
できる持続可能な環境づくり 



６－２ 計画の目標 

 

  

基本目標 

基本方針 
だれもが安心して住み続けられる持続可能な交通体系の構築 

目標② 
 
多様で一体的な交通サ
ービスにより、きめ細か
な移動手段を確保する 

目標③ 
 
地域と一体となった取り
組みを行い公共交通の
利用環境と持続性の向
上を図る 

目標① 
 
地域の実態に即したス
ムーズに移動できる公
共交通ネットワークを構
築する 

地域公共交通を取り巻く課題 

課題⑤ 
持続可能な交通に向けて、地域
を巻き込んだ運行見直し検討や
利用促進が必要 

課題① 
地域公共交通の需要規模の縮
小に対応したネットワーク及びサー
ビスへの再構築が必要 

課題④ 
広域移動を支える公共交通（鉄
道・広域バス）の維持・確保が必
要 

課題③ 
まちづくりと連携した、「拠点」 と 
「幹線軸」 によるネットワーク形成
が必要 

課題② 
高齢者等の移動手段としての公
共交通の重要性が更に増すことか
ら、よりきめ細かで利用しやすい交
通サービスの提供が必要 



６－３ 公共交通ネットワーク・サービスの将来像 

 

 

 
 

 

  
 

 

 

 
  

  

 



 

都市拠点 

都市拠点 

都市拠点 

地域拠点 

集落拠点 

集落拠点 

集落拠点 

集落拠点 

集落拠点 

集落拠点 

観光拠点 

集落拠点 

地域拠点 

観光拠点 

観光拠点 

観光拠点 
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７．目標達成のための事業及び施策体系 

７－１ 施策体系 

 

施策⑤ 乗り継ぎ拠点の利便性の向上 

⑤-1 待合環境の整備 
⑤-2 交通結節点における効果的な情報の発信 

施策③ 一体的な公共交通サービスの提供 

③-1 公共交通モード間の乗り継ぎの利便性の向上 
③-2 複数の公共交通モードにまたがるサービスの提供 

施策② 新たな交通サービスの導入の検討 

②-1  新たな交通サービスの導入（実証事業） 

施策④ 公共交通の利用者増加につながる取り組み
の実施 

④-1 公共交通マップの作成 
④-2 乗り方教室の実施 
④-3 モビリティマネジメントの実施 

施策⑥ 地域と連携した公共交通の運営 

⑥-1 地域で公共交通を支える仕組み作り 

施策① 路線バス・市民バスの路線再編 

①-1 幹線交通の市内主要施設へのアクセスの強化 
①-2 地域内交通の見直し、再編 
①-3 観光二次交通としての機能の強化 

施 策 

基本方針 
だれもが安心して住み続けられる持続可能な交通体系の構築 

 
 
 
• 免許を返納した高齢者や中学生・高校生、マイカーを持たない人など、すべての人が安心して

生活できる「住みたい、住み続けたいまち」づくりに貢献する 
• 変わりゆく環境の中で、今後も継続して市民の生活を支えられる持続可能な交通体系を構

築する 
• 通勤・通学はもとより、観光で南魚沼市に訪れる人も多いことから、市外から訪れる人も快適

に移動することができ、南魚沼市を生活圏の一部として安心して生活できるまちをつくる 

基本目標 

施策体系 

目標① 
地域の実態に即したスムーズ
に移動できる公共交通ネット
ワークを構築する 

目標② 
多様で一体的な交通サービス
により、きめ細かな移動手段
を確保する 

目標③ 
地域と一体となった取り組み
を行い公共交通の利用環境
と持続性の向上を図る 



７－２ 事業の内容 
目標① 地域の実態に即したスムーズに移動できる公共交通ネットワークを構築する 

施策① 路線バス・市民バスの路線再編 

①-1 幹線交通の市内主要施設へのアクセスの強化                       

●市内主要施設を通る利便性の高い幹線交通の構築（実施主体︓路線バス事業者、南魚沼市） 
  【対象エリア】 浦佐駅～塩沢駅間の国道 17 号沿線 

六日町－野田－五日町－大崎－浦佐線 

新規事業

六日町－浦佐－小出線 

湯沢－塩沢－六日町線 

魚沼基幹病院 

浦佐駅 

五日町駅 

六日町駅 

南魚沼市民病院 

塩沢駅 



①-2 地域内交通の見直し、再編                                      

●路線バスと市民バスの重複の解消・役割の明確化（実施主体︓路線バス事業者、市民バス事業者、南
魚沼市） 

  【対象エリア】 都市拠点周辺を除くすべての地域 

①-3 観光二次交通 としての機能の強化                                  

●観光拠点を幹線交通・地域内交通へ取り込む（実施主体︓南魚沼市、バス事業者） 

新規事業

新規事業



目標① 地域の実態に即したスムーズに移動できる公共交通ネットワークを構築する 

施策② 新たな交通サービスの導入の検討 

②-1 新たな交通サービスの導入（実証事業）                                  

●サービスの検討（実施主体︓南魚沼市） 
  【対象エリア】栃窪・岩之下コース、後山・辻又コース 

●サービスの導入に向けた実証事業（実施主体︓南魚沼市） 

新規事業



目標② 多様で一体的な交通サービスにより、きめ細かな移動手段を確保する 

施策③ 一体的な公共交通サービスの提供 

③-1 公共交通モード間の乗り継ぎの利便性の向上                           

●鉄道と幹線交通の乗り継ぎダイヤの設定（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者） 

 
 
●地域内交通と幹線交通の乗り継ぎダイヤの設定（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事

業者） 

●地域内交通と幹線交通の乗降場所の統一（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事業
者） 

③-2 複数の公共交通モードにまたがるサービスの提供                             

●乗り継ぎ割引の実施（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事業者） 

●フリーパスの導入（1日、1か月など）（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事業者） 

新規事業

継続事業



目標② 多様で一体的な交通サービスにより、きめ細かな移動手段を確保する 

施策④ 公共交通の利用者増加につながる取り組みの実施 

④-1 公共交通マップの作成                                         

●路線バス・市民バス・タクシー等の総合案内マップの作成（実施主体︓南魚沼市、バス・タクシー事業
者） 

④-2 乗り方教室の実施                                            

●乗り方教室（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事業者） 

新規事業

継続事業

掲載内容
• 路線バス３社
• 観光路線
• 高速バス
• バスのりば案内
• 鉄道路線
• 利用方法 等



④-3 モビリティマネジメント の実施                                      

●お出かけツアーの実施（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事業者） 

●バスパックの検討（実施主体︓南魚沼市、路線バス事業者、市民バス事業者） 

新規事業



目標③ 地域と一体となった取り組みを行い公共交通の利用環境と持続性の向上を図る 

施策⑤ 乗り継ぎ拠点の利便性の向上 

⑤-1 待合環境の整備                                             

●施設等と連携した待合空間の創設（実施主体︓南魚沼市、地域住民、周辺施設） 

⑤-2 交通結節点における効果的な情報の発信                                            

●交通結節点の拠点となる施設において、公共交通の情
報を掲示（実施主体︓南魚沼市、バス・タクシー事業者） 

●公共交通の総合案内板の設置（実施主体︓南魚沼市、
バス・タクシー事業者） 

新規事業

新規事業

〇バス停留所近くの商店や医院、事業者等を募集し、申込者所有地
に公共交通会議が購入したベンチを設置 

〇バス停の日常の美化などは申込者が行い、補修などは公共交通会議
が実施 

〇ベンチの背板に「バス停サポーター制度」と記載し、企業活動などを PR 

〇バス停または隣接地に駐輪場
（上屋・駐輪ラック）を併設
し、無料公共自転車「ちょいの
り黒部」を配備 

〇バス待合環境も改善 



目標③ 地域と一体となった取り組みを行い公共交通の利用環境と持続性の向上を図る 

施策⑥ 地域と連携した公共交通の運営 

⑥-1 地域で公共交通を支える仕組み作り                                             

●地域づくり協議会などとの連携（実施主体︓南魚沼市、地域住民） 

 

新規事業

３者の
役割分担
連携

主体的
な検討・
取り組み

事業計画等の
提案、運行等 各種支援

• 相談対応
• 地域課題把握のためのアンケート調査

などの実施
• 具体な運行内容等の作成支援
• 関係者との調整
• 地域公共交通活性化協議会の開催
• 運行経費の不足額への補助

• 運行計画、事業計画の提案
• 運行経費の算出
• 運送許可申請
• 実証運行及び本格運行の実施（運

行の主体）
• 利用者数の把握 など

地域住民

交通事業者 行 政

• 地域住民による地域課題の把握
• 地域分会での検討・協議
• 住民組織（地域協議会）の設立
• 運行計画の作成
• 実証運行及び本格運行の実施
• 資金確保策の検討、地域による負担
• 積極的な利用促進、周知・PR など



７－３ 事業の実施スケジュール 



８．計画目標の達成状況の評価 
８－１ 計画の推進体制 

（１）実施主体と役割 

（２）計画の推進・管理体制 

８－２ PDCA サイクルによる評価・検証 

Plan

Do

Check

Act

実施計画立案・最適化

PLAN（計画）

計画的な施策の実施

DO（実行）

目標に対する達成度の評価

CHECK（評価）

改善策の検討

ACT（改善）



８－３ 評価指標・数値目標 



参考資料 
１ 策定の経緯 

（１）策定体制 

①南魚沼市地域公共交通協議会の構成員 

 



（２）策定までの経緯 

 



２ 実態・ニーズ調査の実施概要 

（１）市民アンケート 

（２）市民バス利用者アンケート 

 



（３）路線バス利用者アンケート 

（４）交通事業者ヒアリング 



３ 用語解説 

PDCA サイクル（Plan-Do-Check-Act） 

観光二次交通 

自家用有償旅客運送 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 
（地域公共交通活性化・再生法） 

デマンド交通 

都市計画マスタープラン 

フリー乗降 

ボランティア輸送 

モビリティマネジメント  

立地適正化計画 

アルファベット 

た・タ行 

ら・ラ行 

は・ハ行 

さ・サ行 

ま・マ行 

か・カ行 




